
ゲノム医療の進歩により、治療選択

だけでなく、病理診断に際してもゲノ

ム解析の重要性が増加している。

脳腫瘍や子宮内膜癌では WHO 分類に

ゲノムプロファイルを加味した分子診

断が導入され、とくに神経膠腫の病理

診断ではゲノム解析が必須となった。

本講演では、鹿児島大学病院で行わ

れている統合分子解析の実際について

紹介し、今後、さらに加速することが

予想される統合診断の活用とその有用

性について概説する。

次世代シーケンサーを用いた
統合分子病理診断の試み
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金沢医科大学医学教育棟3階 病理診断室

第2回病態診断医学セミナー・北信がんプロFD講演会


